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移 住 交 流 推 進 室文化・観光分野における協力

共通の価値「音楽とアルプス」を礎に、未来に向けて新たな協力関係を構築

Salzburg

万博オブジェ寄贈に関する覚書を締結

©Land Salzburg

・経済・イノベーション・国際政策局
フラウシャー局長と調印

・オブジェを協力関係のシンボルに
音楽・文化・観光・経済で協力

・オーストリアと日本の友好関係を
発展・強化する意思を確認

ホーエンザルツブルク城を視察

・世界遺産の旧市街に位置する
ザルツブルクのランドマーク

・ウィーンのシェーンブルン宮殿に
次ぐオーストリアの人気観光地

・松本城との交流や連携も検討

音楽・芸術文化

次世代交流

観光振興

モーツァルテウム大学を訪問

文化・観光分野における協力に関する覚書の概要７月２４日 シュネル副知事と調印

共通点

協力分野

文化遺産

協力形態

情報、知見及び好事例の共有並びに交換

専門家の人的交流

共同事業・イベント・交流事業の企画・実施

国際的な音楽文化都市としての歩み

©大窪 道治

・覚書に基づく協力事項について
ウィンマー学長と意見交換

・モーツァルテウム大学からの
音楽講師の派遣を調整

・ザルツブルクの音楽教育を
体験できる機会を提供

雄大なアルプスの恩恵を享受



総監督としての多大なる功績に感謝を表し、その生誕を祝う 「小澤征爾の日」 を開催

SKF&OMFの開幕から３５年を記念し特別プログラムで実施

202６セイジ・オザワ 松本フェスティバル

９月１日（火） 18時30分～19時45分 ＠ 松本市音楽文化ホール （ザ・ハーモニーホール）

入場無料 ※ 長野県在住者限定 500名を招待
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国際音楽祭推進課

市民等（SK松本合唱団、中信合唱連盟）による合唱披露

サイトウ・キネン・オーケストラ メンバーによる特別演奏

○ 応募方法 ： Web申込／１受付上限２枚（重複無効）

○ 申込期間 ： ～ 8月7日（金）正午

○ 結果発表 ： 「招待券」の発送をもって発表（8月14日（金）発送予定）

招待券

↑ 申込はこちら

工藤すみれ＋

R7も
実施

R8
特別実施

小澤征爾の日 -Seiji Ozawa Day-

開幕３５年目記念オープンイベント

豊嶋泰嗣セバスチャン・ジャコー

川本嘉子

◆ フルート ◆ ヴァイオリン

◆ ヴィオラ ◆ チェロ

ベルリン・フィル
ハーモニー管弦楽団の

首席奏者を務めた
世界的フルート奏者

SKOコンサートマスター、
新日本フィル桂冠名誉

コンサートマスター

ジュネーヴ国際コンクール
最高位、都響首席、

N響首席客演を歴任した
名ヴィオラ奏者

世界トップクラスの
ニューヨーク・フィル

ハーモニックで活躍する
チェリスト

©Giulia Catania
©中倉壮志朗

©Yoko Shimazaki
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国際音楽祭推進課開幕３５年目記念オープンイベント

8月16日（日）～18日（火）
＠まつもと市民芸術館

1992年の開幕から現在に至るまでの軌跡・歴史・名演を貴重な映像で振り返る特別企画

8月27日（木）～29日（土） ＠松本市美術館

©大窪道治

共通
プログラム

1992年の開幕時の公演

2000年～2003年 サイトウ・キネン・オーケストラと1000人の合唱

2022年 フィガロの結婚

2003年 ブルックナー：交響曲第7番

映像でたどるSKF＆OMF35年のあゆみ

記念すべきフェスティバル初回公演映像の中で、「サイトウ・キネン」の名となった齋藤秀雄氏と縁の深い作品を上映

SK松本合唱団結成のきっかけとなり、市民と共に作り上げたフェスティバルの象徴的なイベント

小ホール 多目的ホール

1999年 ファウストの却罰

2001年 イェヌーファ

松本城本丸庭園で野外オペラという難関に敢えて挑戦した公演

フェスティバル初年度のオペラ（エディプス王）を彷彿とさせる舞台セット
絵画のようで砂を使った演出が特徴

小澤征爾（永世総監督）から沖澤のどか（首席客演指揮者）へのバトンタッチ
のきっかけとなった公演

小澤征爾がタクトを執った
「ブルックナー：交響曲第7番」は、
2026年Bプログラム（ 8月29日［土］・30日［日］ ）
で実施する「ブルックナー：交響曲第8番」へ
と繋がるプログラム

OMF オペラ創作の地で歴代のオペラ作品を上映

入退場自由

入場無料



松本市 ＜計画認定：平成２３年 計画年度：平成２３年～＞

1

住民主体の協働(自ら守り創造) 2 官民一体的な景観整備

〇 修景助成などにより歩いてみたい城下町に

１

▶ 地域での「まちづくり協定書」作成

▶ 住民による「まちづくり推進協議会」設置

▶ 住民や事業者の主体的関与と、行政の連携

before

〇 商業ビル低層部の修景

歴史まちづくり法（地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律）

▶ 歴史上価値の高い建造物や伝統を反映した人々の生活を、地域で一体的に守る
▶ 地域の歴史的風致の維持及び向上を図る取組を、積極的に国が支援
▶ 国の支援には、歴史的風致維持向上計画を自治体が作成し、国の認定を受ける

市長記者会見資料

８ ． ７ ． ２ ９

中心市街地活性本部

住民協定×修景助成×街路整備による 街並み景観の質の向上

松本市の取組み 先行的な事例に選定

before

〇 個人所有の井戸の修景

▶ 公共による街路整備

▶ 民間による水場やポケットパークの整備

▶ 建物のファサード（外観の）修景

Ｈ20制定

国宝松本城天守周辺の城下町時代の町割りや、井戸・湧水等の歴史的風致を有する
▶ 建物の修景補助 132件 ▶ 井戸の修景補助 11件 ▶ 街路整備延長 2,120.8m

国土交通省は、応募された全国69都市204事例から

➡ 松本市含め 先行的な取組み ２１都市２４事例を 選定

歴史まちづくり計画認定都市 全国１００都市達成を契機

国宝天守のある城下町：官民協働による修景促進
afterafter



人が中心の滞在空間づくりを展開 市長記者会見資料
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中心市街地活性本部外堀大通り 社会実験 本格スタート7/29～

Before After

木製ベンチ・デッキ

▶ 松本城天守を正面から

眺望できるように配置

樹木プランター

▶ 木製ベンチ等の周りに

置くことで緑陰を創出

R8.2まで

R8.3から

▶ 木製ベンチ等の周りに

置くことで緑陰を創出

ベージュ色塗装

▶ 松本紬を参考に、天蚕の繭糸をイメージ

▶ 地下への透水機能を維持するため、全面塗装でなく、ライン塗装

▶ ラインの太さを変えることで歩行空間と滞在空間を区別

▶ 路面温度上昇を抑制

てんさん けんし

滞在空間

人工芝も設置

歩行空間


